
CU���C��U� 主な研究テーマ

大学で学ぶ目的の１つは、社会に出るためのスキルを身に付けることで
す。それでは、地域経済を担う企業を例にして考えてみましょう。
みなさんが地域企業の経営者または管理者だと仮定すると、従業員の
やる気を引き出すためのマネジメントの手法を知っている方が有利で
すよね。また、今後の事業展開を模索するために経済動向を的確に把
握することも重要になるでしょう。 このように、地域企業の活動で生じ
る複雑な社会現象を分析するためには、経営学や経済学の知識が不
可欠です。
産業マネジメント学科は、地域企業に関する理論と実践を学べる「産
業マネジメントコース」と「事業創造コース」があります。各々のコース
では、異なった側面から経営学や経済学を体系的に学習できるカリ
キュラムが整備されています。私たちと一緒に地域企業について考え
てみませんか！
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現在、AIの発達や5Gの到来により、社会が大きく変わろ
うとしています。Society5.0といわれ始めている一方で、
日本は数々の課題を抱えています。超高齢化社会に始ま
り、それに付随した地域の衰退、後継者不足などの課題
があります。これらを産業の視点から考えていくのが、
産業マネジメント学科です。私自身、マネジメントに興味
があり、その力を身に付けるために産業マネジメント学
科に入学しました。
1年次には、経営や社会問題、簿記などを学ぶほか、初年
次プロジェクト演習という授業があります。企業の方が
実際に来てくださり、それぞれの業種に応じた課題を出
してくださいます。その課題の解決に向けて、グループ
ワークをし、最終期にはプレゼンテーションを行いま
す。この授業では、企業で実際に行っていることを体験
でき、さらにはその企業について知ることができます。ま
た、フィールドワーク基礎実習では、愛媛県の様々な場
所に行き、魅力を発見したり、地域の方と交流したりしま
す。座学だけでなく実践的な活動をすることが多く、社
会人との交流もあり、企業と学生のミスマッチを軽減で
きるようなカリキュラムとなっています。
このように産業マネジメント学科では、地域創生や経
済・経営に興味がある、愛媛が好き、起業したいなど多く
のニーズに応え、自分のしたいことを存分に取り組むこ
とができます。幅広い知識を身に付け、地域や事業で活
かしたい方は産業マネジメント学科で学んでみてはどう
でしょうか。

笠岡 泰然
2019年度入学　松山南高等学校 出身［愛媛］産業マネジメントコース
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（2019年度時点の時間割）

会計学原理I

生産管理論

◎時間割（2年次前学期 Aさんの場合）

谷本 貴之

［学問領域］ 経済・経営学系
［専門分野］ マーケティング論

◎地域銘菓の生存戦略について
◎テキストマイニングによる道後宿泊施設のクチコミ分析と
　顧客満足の向上への提案
◎ジオパークが果たす真の役割　～地域が「地域の価値」
　を育てる～
◎「地方創生」に向けた人口減少から見る愛媛県の地域活
　性化策
◎地域活性化の手段としてのビジュアルマーケティングの活用
◎サテライトオフィスを活用した地方都市の企業誘致の可
　能性
◎自動運転技術とシェアリングサービスから見る自動車保険
　の今後
◎和菓子業界が抱える昨今の問題と今後の展望
◎文科系人材によるPythonの活用と実装
◎インサイト分析を用いたフリーミアム型スマートフォンゲー
　ムにおける消費者の課金行動分析
◎スポーツイベントがもたらす地域活性化　-愛媛県の現状
　と今後の在り方について-
◎今治銀座商店街におけるにぎわい創出について
◎最終提案ゲームを用いた、マネープライミング効果に関す
　る研究

授業紹介

担当教員／野澤一博

国や個人と同じように地域にも豊かな地域とそれほど豊かでない地域
があります。みなさんも自分が住んでいる地域が豊かなほうがいいです
よね。新聞やテレビなどで地域活性化の様々な取り組みが紹介されて
います。しかし、それらの取り組みで本当に地域が豊かになっているで
しょうか？地域の経済状況を正確に知るためには、客観的なデータによ
る分析が必要です。この授業では、政府統計などのデータベースを活用
し、自分たちの住んでいる地域の経済の仕組みや経済状況について考
えていきます。

地域経済学

2年次 課題解決思考力育成科目群

担当教員／岡本直之

ビジネスの世界ではよく「会計は社会の共通言語である」と言われます。
それは、「会計」という仕組みを通じて得られる会計情報が、企業の
様々な活動内容やその成果を表現しており、様々な意思決定に活用さ
れるからです。そして、会計情報を活用するのは経理部門で働く人々だけ
ではありません。様々な部署で働く人々がタイムリーに会計情報のアウト
プットを利用できるようになりました。この授業の目的は、会計情報を
活用できるようになることにあり、会計情報を意思決定に役立てる手法
を演習形式で学びます。

意思決定会計

3年次 専門力育成科目群

担当教員／学科教員

本学科のプロジェクト演習は、2年次後学期から3年次後学期まで一貫
的に開講される少人数科目で、いわゆる「ゼミ」と呼ばれる授業です。
ゼミでは、専門知識の修得に加え、課題発見・解決のために必要となる
調査・分析力や思考・判断力を高め、それらに基づいて地域の課題解決
について提言できるようになることを目的としています。2年次配当の
プロジェクト基礎演習では、各ゼミ6名程度の学生が、各教員が設定した
多様な研究テーマについて、プレゼンテーションやディスカッションを
繰り返しながら、必要な専門知識を身に付けています。

プロジェクト基礎演習

2年次 実践力育成科目群

担当教員／学科教員

プロジェクト基礎演習で学んだ専門知識をより深め、それを基礎に企
業や地域の課題解決に貢献しうるプロジェクトにも挑戦するのが、プロ
ジェクト実践演習・応用演習です。ゼミによって課題は様々ですが、例えば
あるゼミでは、JR四国と連携して旅行商品の企画に挑戦しています。学
生が県内で地域を定め、現地の人々に話を聴きつつ地域振興を見据え
た旅行プランを考えています。優れたプランは実際に販売され、学生は販
売成果の分析まで行います。なお、これらの経験に基づいて、最終的に
は卒業論文などを作成することになります。

プロジェクト実践演習・応用演習

3年次 実践力育成科目群

その他の授業も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！

その他の教員も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！
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※産業マネジメントコースは（産）、事業創造コースは（事）で表記しております。
※2021年4月以降入学者のカリキュラムとなっております。

社会共創力

学位認定科目群

社会共創演習Ⅰ・Ⅱ／自由課題研究／卒業研究

専門力

専門力育成科目群

ミクロ経済学Ⅱ／プログラミング／産業立地論（産）／情報経済論／戦略的経営／
キャリアデザイン論／意思決定会計（事）／管理会計論／ビジネスプランニング／
経営工学／経営情報システム論Ⅱ／会計学原理Ⅱ／サービス・マーケティング論／
消費者行動論／地域商業論／数理経済学／産業マネジメント特講

課題 解決提言力・
調整力・マネジメント力

実践力育成科目群

プロジェクト応用演習

基礎 力・数理的思考力

情報処理論（産）／地域産業論（産）／数理的思考（産）／情報産業論（産）／組織
デザイン論（事）／人事労務管理論／生産管理論（事）／経営情報システム論Ⅰ／
地域・中小企業家論（事）／簿記原理（事）／会計学原理Ⅰ（事）／原価計算論／
ビジネスファイナンス（事）／マーケティング・リサーチ／流通論／ビジネス会計特講／
ビジネスエコノミクス

経済・経営学基礎 知識

ミクロ経済学Ⅰ／経済学概論／マーケティング概論

自己デザイン

海 外フィールド
実習1・Ⅱ／海外
インターンシップ
他学科科目
他学部科目

学士基礎 力

新入生セミナー
A・B／社会力入
門／愛媛学など

学際的視点

課題 解決思考力育成科目群

地域経済学／持続可能性科学／統計学／質的データ
の収集と分析／社会心理学／地域社会論／データ
サイエンス／トランスディシプリナリー科学概論

社会共創の基礎的知識

基礎 力育成科目群 共通教育科目

社会共創学概論／経営
入門／リーダーシップ入門

課題 解決立案力

プロジェクト実践演習

就業力

インターンシップ実践

課題 原因究明力

プロジェクト基礎演習

協働基礎力・コミュニ
ケーション能力
フィールド実習

就業イメージ形成・
自己課題認識力

インターンシップ入門

主体性・現 地調査力

フィールド基礎実習

就業力

社会調査／基礎データ
処理／初年次プロジェク
ト演習

フィールドワークの
ためのスキルと態度

フィールドワーク入門

1211




